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アブストラクト

以下の高階の定数係数 Schrödinger 型方程式の初期値問題について考える．{
Dtu(t, x) = D2m

x u(t, x) +
∑2m

j=1(ajD
2m−j
x u(t, x) + bjD

2m−j
x u(t, x)), (t, x) ∈ R× T

u(0, x) = φ(x) ∈ L2(T).

ただし，m ∈ N, Dt = −i∂t, Dx = −i∂x, 低階項の係数 {aj}, {bj} は複素定数とし，
u(t, x)は複素数値関数とする．この方程式の最高階部分 Dtu(t, x) = D2m

x u(t, x)は，分散

型の方程式である点に注意する．しかしながら低階の項の影響により，放物型方程式の様な

強い平滑化効果を持ち時間一方向にのみ適切になる場合や，楕円型方程式の様に非適切にな

る場合がある．本講演の目的は，初期値問題の適切性の観点からこの方程式を分散型・放物

型・楕円型の三種類に分類し，その必要十分条件を係数 {aj}, {bj}に対する条件として記述
することである．

bj = 0 (j = 1, 2, . . . , 2m)が成り立つときには，フーリエ変換を用いて解を表現すること

により，容易に目的の結果を示すことが出来る．しかし bj ̸= 0の場合には，未知関数の複

素共役である bjD
2m−j
x u(t, x)が方程式に含まれているため，フーリエ空間で考えた場合に

û(t, ξ) と û(t,−ξ) の常微分方程式の連立系となる点がこの問題の難しさである．証明には

エネルギー法を用いる．低階の項による影響を利用するために補正項をどのように構成する

かが証明のカギである．


